
平成28年度

養護教諭スキルアップ研修会のご案内

養護教諭を対象に研修会を開催します。

皆様のご参加をお待ちしています。

※ 都合により、若干の変更が生じる場合がありますことをご了承願います。

※ 参加費は不要です。

【第１回】 学校における医療的ケアの実際
-吸引、導尿、胃ろうの管理と手技を学ぶ-

日時： 平成28年 8月 9日 （火） 10：20～15：50

内容： 講義および演習

定員： 2１名

場所： 岩手県立大学

看護学部棟1階 精神・学校保健看護実習室

講師： 板垣 園子 氏 （医療法人葵会 在宅医療連携拠点事業所「チームもりおか」所長）

小野寺 直子 氏 （岩手県立中央病院 皮膚・排泄ケア認定看護師）

工藤 朋子 氏 （岩手県立大学看護学部 准教授）

【第２回】 特別な支援を要する子どもの理解を深める

日時： 平成28年10月 1日 （土） 9：25～16：50

内容： 講義および演習

定員： 40名

場所： 岩手県立大学 アイーナキャンパス 学習室1

講師： 下川 和洋 氏 （女子栄養大学非常勤講師）

【第３回】 健康相談活動で活用する
解決志向アプローチ

日時： 平成28年11月12日 （土） 9:25～16：5０

内容： 講義および演習

定員： 25名

場所： 岩手県立大学 共通Ｃ棟2階講義室

講師： 遠山 宜哉 氏 （岩手県立大学社会福祉学部 教授）

主 催： 岩手県立大学看護実践研究センター
問い合わせ先： TEL ： 019-694-2266    

FAX： 019-694-2201
E-mail： okubo_m@iwate-pu.ac.jp

（担当：地域看護学講座 学校保健看護学分野 大久保・田口）

通常学級に通う医療的ケアを
必要とする児童生徒へ合理的
配慮の提供ができるよう、学校
における吸引、導尿、胃ろう管
理のあり方や手技について体験
的に学びます。

学校における多職種連携のあり
方を考察しながら、特別な支援
が必要な児童生徒への支援の
あり方を学びます。

「問題やその原因、改善すべき
点」を追求するよりも、「どうなり
たいか」「解決したとき、どうなっ
ているか」という未来に焦点を
あて、自分が望む未来を実現す
るために「今、何ができるか」
「すでにできていること」を一緒
に考えるアプローチ方法を学び
合います。


